
相談窓口から見るコロナ禍及び学校休業が子どもに与えた影響 

次世代サポート課 

 

１.相談件数の推移                           （単位：件） 

 H31/R1  R2 増 減 

チャイルドライン※1 36.7/日 → 30.7/日 減少 ▲16.3% 

子ども支援センター※2 142 → 130 減少 ▲ 8.5% 

学校生活相談センター※3 291 → 273 減少 ▲ 6.2% 

LINE※4 5.3/日  10.5/日 増加  98.1% 

※1 H31/R1 と R2 の 3 月～6月の 1日当たりの相談件数を比較 

※2 H31/R1 と R2 の 3 月～5月の相談件数を比較 

※3 H31/R1 と R2 の 3 月～6月の相談件数を比較 

※4 R1(7 月、8月、12 月)と R2（3月臨時開設、6月集中期間）の 1日当たりの相談件数を比較 

 

２．主な相談内容  

(1) チャイルドライン （主訴） 

 H31/R1 （3月～6月） R2 （3 月～6 月） 

１ 自分 46.7% 自分 53.0% 

２ 学校・フリースクール 24.9% 性 15.3% 

３ 性 11.5% 学校・フリースクール 14.2% 

４ 家庭 9.5% 家庭 12.6% 

５ 部活 3.6% ネットトラブル 1.9% 

■特徴・主な相談内容 

・入学したが、学校に行けず友達もいないし寮で孤独。学校始まっても仲よくなれるか不安 

・自営業だから家族みんなが暗い。日によって父親の態度が変わり、やさしい時と怖い時が

ある。息苦しくなる。自分も反抗的な態度をしてしまい苦しい。 

・家にずっと居るから元気なくなった。友達にも会えない。 

・コロナだけではないが色々考えてしまい疲れる。体もだるく、ぼーっとする 

・コロナによって学校で友達が作れない。オンラインの授業が分からない。 

 

(2) 子ども支援センター（子どものみ） 

 H31/R1 （4月～3月） R2 （4 月～5 月） 

１ 思春期 16.1% 思春期 26.7% 

２ いじめ 15.1% 家族 16.7% 

３ 交友関係 14.5% 
交友関係 
虐待 10.0% 

４ 学校関係 9.3%  － 

５ 
虐待 

家族 
6.4% 

いじめ 
学校関係 
メディア関連 

6.7% 

■特徴・主な相談内容 

・学校休業期間中は、中高生の相談が多かった。 

・「課題が出されたがこなせない」等の学業に対する心配の相談が寄せられた。 

資料４ 



・新型コロナの報道や毎日在宅していることで気持ちが不安定になったり、これから学校

が始まることへの不安等、将来の生活に漠然とした不安を感じている様子がうかがえた。 

・家族で過ごす時間が増え、親子ともに不満が溜まりやすい状況になっている。 

 

(3) 学校生活相談センター（子どものみ） 

 H31/R1 （4月～3月） R2（4 月～6月） 

１ 子どもに関するその他 40.2% 子どもに関するその他 40.1% 

２ 学校・教師 20.3% 家庭・私生活 18.7% 

３ いじめ・いやがらせ 10.9% 学校・教師 17.3% 

４ 家庭・私生活 8.3% 不登校・登校渋り 9.3% 

５ その他 7.9% その他 9.3% 

■特徴・主な相談内容 

・学校が再開し「学校に行きたくない」など、心身の不調を訴える相談が増加 

・コロナの影響で学校に出向く機会が減少したため、従来学校に相談していた内容を問い

合わせる事例が増えた。 

・休校に伴い今までと大きく異なる状況に子どもが不安定になってきている相談が寄せら

れた。 

・行事等に見通しが持てないことに関する相談があった。 

 

(4) LINE（教育委員会 特設開設 LINE 相談窓口「ひとりで悩まないで＠長野」） 

 H31/R1 （7月、8月、12 月） R2 （3 月、6 月） 

１ 友人関係 21.9% 学業・進路 20.2% 

２ その他（性格、間違い等） 18.1% 
その他（性格、間違い等） 
心身の健康・保健 15.2% 

３ 心身の健康・保健 16.5%  - 

４ 学業・進路 5.9% 友人関係 9.0% 

５ 恋愛に関する悩み 5.6% 家庭環境（虐待を含む） 6.2% 

■特徴・主な相談内容 

・学校休校中の相談は学業・進路に係る相談割合が増加 

・３月の相談は、「体調が回復しない」「人が怖い」など「心身の健康・保健」に関する相談

が目立った。 

・６月は休校中の学習進度や進路決定に関わる不安等、学業・進路に関わる相談がより具体

的になった。また、「友だちと距離を感じる」「学習の重圧から体調が悪い」などの「心身

の健康・保健」に関わる相談が増加した。 

・長期間の休校により再開後の見通しが持てないことに対する不安もうかがえた。 
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事 業 名 概　要

R2予算額
(千円）
※予算増
額◇の場
合は、増額
分を別行に
記載

新型コロナウイ
ルス感染症対
策該当区分

既存事業で対
応○
既存事業内容
拡充●
新規事業◆
予算増額◇

左欄が
拡充●、新規◆の場合の概
要

担当課

孤立防止

信州こどもカフェ運営支援事業
学習支援や、食事提供等を行う子どもの居場所「信州こどもカ
フェ」の運営費を補助し、その取組を推進。

3,000 ●
補助要件である開催数の緩
和及び食料品配布を補助対
象に追加

次世代サ
ポート課

スクールソーシャルワーカー活
用事業

いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対応す
るため、社会福祉や精神保健福祉の専門家であるスクールソーシャ
ルワーカーを学校に派遣し、地域や専門機関等と連携して困難を抱
える児童生徒を取り巻く環境を改善。

94,365 ○ 心の支援課

スクールカウンセラー事業
児童生徒が安心して学校生活を送り、学習に取り組めるよう、児童生
徒の悩みに適切かつ迅速に対応できるスクールカウンセラー（公認心
理師・臨床心理士等）を配置。

186,865 ○ 心の支援課

学校生活相談体制充実事業
24時間体制で、いじめ、不登校など学校生活全般についての悩みに
臨床心理士等が相談対応する「学校生活相談センター」を運営。ま
た、長期休業等の前後にLINEを活用した相談窓口を設置。

17,442 ○ 心の支援課

チャイルドライン支援事業 18歳までの子どもがかける相談電話「チャイルドライン」の活動を支援 3,709 ○
次世代サ
ポート課

困難を抱える子どもへの動物介
在活動による支援事業

動物介在活動を通じ、不登校やひきこもりなどの困難を抱える子
どもを支援。動物愛護センター(ハローアニマル)を拠点として全
県で実施し、各地域で独自に動物介在活動を行うことができる基
盤づくりを推進。

8,655 ●

対面による支援が困難な状
況におけるWeb会議システム
を活用したオンライン介在活
動の実施

食品・生活衛
生課

教育費の支援

就学援助制度の改善・充実
市町村への情報提供等を通じ、新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う家計急変世帯への支援・家庭学習を行うためのオンライン学習通信
費の支援等、就学援助制度の改善・充実

ゼロ ●
国の第２次補正予算・臨時交
付金の拡充

義務教育課

学用品等のリユースの仕組みづ
くり

市町村への情報提供等を通じ、学用品等のリユースの仕組みづくりを
促進。

ゼロ ○
次世代サ
ポート課
義務教育課

私立高等学校授業料等軽減事
業補助金

経済的事情により就学が困難な生徒に対し、授業料又は入学金を軽
減した場合に、学校法人に対し当該軽減額を補助。

49,739 ○ 私学振興課

高等学校等就学支援金
経済的負担を軽減する必要のある者に対し、公立高等学校の授業料
に充てる支援金を交付し、教育の機会均等を図る。

4,315,687 ○ 高校教育課

私立高等学校等就学支援金
経済的負担を軽減する必要のある者に対し、私立高等学校の授業料
に充てる支援金を交付し、教育の機会均等を図る。

2,686,414
国10/10事業で
支援要件に変

更なし
私学振興課

通信制高校サポート校等就学支
援事業

私立通信制高校と提携しているサポート校等において、通信制高校
卒業に向けての学習支援等を受けている低所得世帯の学生に対して
利用料を助成。

23,100 ○
次世代サ
ポート課

特別支援教育就学奨励費事業
特別支援学校に在籍する児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減
するため、法律で定められた支援制度。

318,608 ○
特別支援教
育課

高等学校等奨学給付金給付事
業

公立高校に在籍する低所得世帯の生徒の経済的負担を軽減するた
め、国の制度を活用し給付金を支給。

516,255 ○ 高校教育課

私立高等学校等奨学のための
給付金

低所得者世帯の経済的負担の軽減を図るため、奨学のための給付
金を支給する。

127,742 ● 家計急変世帯を支給対象 私学振興課

高等学校等奨学金等貸与事業
向学心を有しながら経済的理由により修学が困難な高校生に奨学金
や遠距離通学費を無利子で貸与し、修学を促進。

140,283 ○ 高校教育課

高等学校定時制課程教科書購
入費補助事業

夜間定時制に修学している生徒を支援するため、教科書を給与し、教
育の機会均等を図る。

3,580 ○ 高校教育課

高等学校通信制課程教科書購
入費補助事業

通信制課程に在籍する生徒のうち、一定の要件を満たす者に教科書
代等を補助し、修学の促進と教育の機会均等を図る。

615 ○ 高校教育課

高校生の学び直し支援事業
高等学校を中退した者で、再び公立高等学校で学び直す者に対し、
高等学校等就学支援金の支給期間経過後も継続して就学支援金に
相当する額を支給し、経済的負担の軽減を図る。

3,667 ○ 高校教育課

私立高等学校等学び直し支援
事業

高等学校を中退した者で、再び私立高等学校で学び直す者に対し、
高等学校等就学支援金の支給期間経過後も継続して就学支援金に
相当する額を支給し、経済的負担の軽減を図る。

17,167
国10/10事業で
支援要件に変

更なし
私学振興課

私立専門学校授業料等減免事
業負担金

私立専門学校に対して、国における高等教育の修学支援新制度の支
援対象者の要件を満たす者に対して専門学校が行う授業料・入学料
の減免に要する経費を交付する。

270,025 ○ 私学振興課

公立大学法人長野県立大学授
業料等減免交付金

公立大学法人長野県立大学に対して、国における高等教育の修学支
援新制度の支援対象者の要件を満たす者に対して大学が行う授業
料・入学料の減免に要する経費を交付する。

42,940 ○
高等教育振
興課
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事 業 名 概　要

R2予算額
(千円）
※予算増
額◇の場
合は、増額
分を別行に
記載

新型コロナウイ
ルス感染症対
策該当区分

既存事業で対
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既存事業内容
拡充●
新規事業◆
予算増額◇

左欄が
拡充●、新規◆の場合の概
要

担当課

信州木曽看護専門学校授業料
等減免交付金

(地独)長野県立病院機構信州木曽看護専門学校に対して、国におけ
る高等教育の修学支援新制度の支援対象者の要件を満たす者に対
して学校が行う授業料・入学料の減免に要する経費を交付する。

3,208 ●

機関要件の確認について、
新型コロナウイルスによる影
響で、確認（更新）申請書の
提出が困難な場合で、申請
の意向がある場合は、６月２
５日（木）までに「機関要件確
認申請総括表（2020年度）」
の提出を求めるとともに、申
請書の提出期限については
改めてお知らせすることとし
ている。

医療政策課

貧困の連鎖を断つ「学ぶ力」づくり

放課後等体験・学習支援事業補
助金

放課後等に小学校の余裕教室等を利用し、地域住民の協力を得て、
勉強やスポーツ・文化活動、体験活動などを実施し、子どもたちが健
やかに育まれる居場所づくりを実施する市町村に補助。

16,380 ○
文化財･生涯
学習課

地域未来塾事業
学習支援を必要とする中学生等を対象に、大学生や教員ＯＢ等地域
人材の協力・参加を得て、学習習慣の定着や基礎学力の向上に向け
た学習支援の取組を実施する市町村に補助。

4,298 ● 対象を小学生へも拡大。
文化財･生涯
学習課

教育費以外の経済的支援

県庁オフィス・フードドライブ
まだ食べられるのに廃棄されてしまう食料品を生活困窮者や子ども食
堂に無償で届ける活動に対する支援を実施。

ゼロ ○

次世代サ
ポート課
地域福祉課
資源循環推
進課

自立・就労支援

児童一時保護所運営事業 児童相談所長が必要と認めた児童の一時保護。 98,883 ●

保護者が新型コロナ感染症
への罹患に伴い、養育困難と
なった子どもの養育先の確保
ができない場合に、通常の一
時保護とは別の施設で保護
を行う。

児童相談・養
育支援室

子ども・若者支援地域協議会事
業

県内４地域に協議会を設置し、困難を有する子ども・若者の社会的自
立支援のため、関係する支援機関が集まり個別ケース検討会議を開
催するなど、支援の役割分担の整理等を実施。

22,566 ○
次世代サ
ポート課

困難を有する子ども・若者の専
門的な自立支援の場応援事業

困難を有する子ども・若者に対して、進学・就労に関する専門的な知
識の提供やソーシャルスキルトレーニングの実施などの専門的な自
立支援の場を提供する民間団体に補助。

12,000 ○
次世代サ
ポート課

ジョブカフェ信州運営事業

若年者就業サポートセンター（ジョブカフェ信州）において、４０代前半
までの方に対して、キャリア・コンサルティング、就職情報の提供、職
業紹介、職場実習等の研修プログラムを提供し、若者の雇用の安定
と企業の人材確保を支援。

85,887 ○ 労働雇用課

生活困窮者の子どもに対する学
習・生活支援事業（信州パーソ
ナル・サポート事業）

生活困窮世帯等の子どもに対して学習支援協力員による個別訪問の
学習支援を実施するとともに、必要に応じて保護者に対する家計改善
や就労支援を行い、世帯の自立を支援する。

15,355 ○ 地域福祉課

信州の食を育む実践事業
「長野県食育推進計画（第３次）」を県民運動として積極的に取り組む
ことにより、県民一人ひとりが食育の重要性を認識し、食育活動の実
践を促す。

1,405 ○ 健康増進課

信州パーソナル・サポート事業
”まいさぽ”（生活就労支援センター）を市と連携して全県に設置し、生
活困窮者それぞれの方の状況に応じて自立・就労に向けた支援を行
う。

172,585 ●

厚生労働省の補正予算を活
用し、住居確保給付金を拡
充。R2年4月補正予算：5,816
千円

地域福祉課

長野県社会福祉協議会活動支
援事業費（「長野県あんしん未
来創造」サポート事業

生活困窮者等に対して就労や居住に関する支援を実施するとともに、
新たな雇用を創出するための取組を推進する。

5,265 ○ 地域福祉課

生活保護受給者への支援
生活保護制度の適正な実施に努めるとともに、就労自立給付金の支
給、就労支援員の配置等により、生活保護受給者の自立を促進。

2,138,144 ○ 地域福祉課



　　　　　　　　　令和２年度 子どもに関連する新型コロナウイルス感染症対策事業　　　　　　　　　　　　　　
(R2.7.17）

事 業 名 概　要

R2予算額
(千円）
※予算増
額◇の場
合は、増額
分を別行に
記載

新型コロナウイ
ルス感染症対
策該当区分

既存事業で対
応○
既存事業内容
拡充●
新規事業◆
予算増額◇

左欄が
拡充●、新規◆の場合の概
要

担当課

4月補正事業

遠隔教育環境の整備

ＩＣＴ環境整備事業（県立特別支
援学校）

62,977 ●◆◇
特別支援教
育課

ＩＣＴ環境整備事業（県立高校） 542,587 ●◆◇
学びの改革
支援課

GIGAスクール構想の加速による
学びの保障

小中学校のICT環境を整備する市町村に対する、国の補助制度に関
する情報提供及び助言

ゼロ ●

令和２年度補正予算により、
１人１台端末整備の前倒し
（令和５年度→令和２年度
中）

義務教育課

感染拡大防止

社会福祉施設等感染拡大防止
対策事業

認可外保育施設、やまほいく認定園、児童養護施設等へのマスク等
の確保や入所者用の個室の整備費の助成

130,795 ◇● 概要欄に記載のとおり
こども・家庭
課

認定こども園等環境整備事業補
助金

私立幼稚園等へのマスク等の購入に係る経費を助成 40,128 ●

私立幼稚園等が新型コロナ
ウイルス対策のための保健
衛生用品等を購入する経費
を補助

私学振興課

公立幼稚園感染症拡大防止対
策事業

公立幼稚園へのマスク等保健衛生用品の購入に係る費用の助成 4,500 ◆

国の補助金を活用した、公立
幼稚園における感染症対策
のために必要なマスク等の購
入費用に対する助成

義務教育課

県立学校感染拡大防止対策事
業（県立高校）

16,032 ◆ 高校教育課

県立学校感染拡大防止対策事
業（県立特別支援学校）

7,378 ◆
特別支援教
育課

私立学校臨時休業対策事業費
補助金

学校給食の安全安心確保のため、学校給食調理業者の衛生管理設
備の更新費等の助成

10,200 ◆ 左記概要欄のとおり 私学振興課

特別支援学校スクールバス感染
症対策強化事業

医療的ケアを要する児童生徒等の登下校の分散のためのジャンボタ
クシー借上げ等によるスクールバスの増便

34,605 ◆
スクールバスの増便により、
重症化するリスクの高い児童
生徒の登下校を分散

特別支援教
育課

学校等への臨時休業への対応

子ども・子育て支援事業
小学校の臨時休業に伴う子どもの居場所確保のための放課後児童
クラブの運営時間拡大やファミリーサポートセンターの利用料減免に
要する経費の助成

206,398 ◇● 概要欄に記載のとおり
こども・家庭
課

放課後等デイサービス支援事業
補助金

特別支援学校等の臨時休校に伴い放課後等デーサービス利用者の
負担を助成

57,024 ◆
特別支援学校等の臨時休校
に伴い放課後等デーサービ
ス利用者の負担を助成

障がい者支
援課

学習指導員追加配置事業
学校再開後に補習実施する市町村立小中学校等への学習指導員の
追加配置

26,172 ◆

国の補助金を活用した、臨時
休業により不足する授業時
間を補うために必要な学習指
導員の追加配置

義務養育課

修学旅行費キャンセル料補助金
（県立特別支援学校）

85 ◆
特別支援教
育課

修学旅行費キャンセル料補助金
（県立高校）

839 ◆
学びの改革
支援課

県立学校の修学旅行中止によるキャンセル料等への助成

3/2～春季休業前に出発予
定の修学旅行等の中止・延
期に伴う費用負担増に対す
る支援

県立学校のＩＣＴ環境整備の前倒しとともに学校の休業期間中に児童
生徒が家庭でオンライン学習ができる環境を整備

・タブレット端末等整備
・モバイルルーター貸与
・家庭学習支援ポータルサイ
ト開設
・入出力支援装置整備　等

県立学校における新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、
感染症対策に必要な保健衛生用品を整備

マスクや消毒液などの保健
衛生用品の購入
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事 業 名 概　要

R2予算額
(千円）
※予算増
額◇の場
合は、増額
分を別行に
記載

新型コロナウイ
ルス感染症対
策該当区分

既存事業で対
応○
既存事業内容
拡充●
新規事業◆
予算増額◇

左欄が
拡充●、新規◆の場合の概
要

担当課

6月補正事業（5月専決事業含む）

失業者等の就労支援

緊急就労支援事業
市町村や企業等とともに、長野県社会福祉協議会に「長野県あんしん
未来創造基金」を造成し、事業所に人件費を補助することにより失業
者等の就労を支援

30,000 ◆

一般の就労支援では就職に
つながっていない新型コロナ
感染症による失業者等を2ヶ
月以上雇用する事業所に対
し人件費の一部を助成する
ための基金を造成

労働雇用課

自立相談支援事業
失業や離職等により生活に困窮している方の住まいの確保や就労に
向けた支援を行うため、県生活就労支援センター「まいさぽ」の人員
体制を強化

23,205 ◇●
まいさぽ9か所の相談支援員
を増員

地域福祉課

コロナ対策緊急就業支援デスク
強化事業

地域振興局の就業支援デスクを強化し、人手不足分野とのマッチン
グや職業訓練の提案など、失業者一人ひとりに寄り添った就労支援
を実施

50,206 ◆
人材紹介会社に委託して職
業マッチングを行う担当者を
配置

労働雇用課

ジョブカフェ信州正社員チャレン
ジ事業

キャリアコンサルティングや職場実習の支援枠を拡充し、より多くの失
業者や就職困難者の正規就労を支援

95,262 ◇● 支援対象者を100人分追加 労働雇用課

暮らしへの支援

ひとり親世帯臨時特別給付金給
付事業

感染拡大の影響により、子育て負担の増加や収入の減少が生じてい
るひとり親世帯を支援するため、臨時特別給付金を支給

360,660 ◆ 概要欄に記載のとおり
こども・家庭
課

福祉提供体制の更なる強化

児童相談所一時保護所におけ
る看護師確保事業

保護者等が感染し、養育が困難となった児童を児童相談所一時保護
所で受け入れるために必要な看護師を確保

3,860 ◆ 概要欄に記載のとおり
児童相談・養
育支援室

地域支え合い活動緊急支援事
業補助金

ＮＰＯ法人等による困難を抱える方への活動支援の継続のために長
野県みらい基金が行う助成事業に対し補助

6,000 ◆ 概要欄に記載のとおり 県民協働課

「新しい生活様式」への移行支援

ＩＣＴ人材育成・活用促進実証事
業

ＩＣＴに係る人材育成と利活用を促進するため、県内小中学校等に学
生を派遣してＩＣＴ利活用の企画提案・講習等を行う実証事業を実施

2,397 ◆ 概要欄に記載のとおり
先端技術活
用推進課

児童生徒等の学びの保障

学習指導員追加配置事業
（市町村立小中学校等）

879,021 ◇● 4月補正予算事業の拡充 義務教育課

学習指導員追加配置事業
（公立高校・県立中学校）

49,755 ◆ 概要欄に記載のとおり 高校教育課

学習指導員追加配置事業
（公立特別支援学校）

107,312 ◆ 概要欄に記載のとおり
特別支援教
育課

私立学校再開支援事業
私立学校における補習等をサポートする学習指導員等の追加配置へ
の助成

34,000 ● 概要欄に記載のとおり 私学振興課

専修学校・各種学校衛生消耗品
整備事業

学校再開等にあたり、専修学校及び各種学校の設置者が衛生消耗
品を購入した場合、その経費を助成

1,193 ◆ 概要欄に記載のとおり 私学振興課

スクール・サポート・スタッフ追加
配置事業（市町村立小中学校
等）

173,176 ◇● 令和2年度当初予算の拡充 義務教育課

スクール・サポート・スタッフ等追
加配置事業(公立高校・県立中
学校）

53,479 ◆ 概要欄に記載のとおり 高校教育課

スクール・サポート・スタッフ追加
配置事業(公立特別支援学校）

9,342 ◇● 令和2年度当初予算の拡充
特別支援教
育課

私立高等学校等遠隔授業環境
整備事業補助金

私立高等学校等の遠隔教育促進のため、生徒に貸与するタブレット
端末等の整備費を助成

60,463 ◆ 概要欄に記載のとおり 私学振興課

保育所等感染拡大防止対策事
業補助金

保育所、認可外保育施設、放課後児童クラブ等の感染防止のための
備品等購入、研修受講等の経費を助成

806,094 ◇● 4月補正予算事業の拡充
こども・家庭
課

認定こども園等環境整備事業補
助金

私立幼稚園等の感染防止のための保健衛生用品購入及びかかり増
し経費を助成

41,000 ◇● 4月補正予算事業の拡充 私学振興課

公立幼稚園感染症拡大防止対
策事業補助金

公立幼稚園の感染防止のための備品等購入、業務量の増に係る必
要なかかり増し経費（研修受講経費等）等の経費を助成

4,500 ◇● 4月補正予算事業の拡充 義務教育課

学校の臨時休業により不足した授業時間数を補うため、補習を実施
する公立学校への学習指導員の追加配置

学校再開に伴い増加する授業準備、保護者への連絡、健康管理等
の業務をサポートするため、公立学校へのスクール・サポート・スタッ
フ等の追加配置
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事 業 名 概　要

R2予算額
(千円）
※予算増
額◇の場
合は、増額
分を別行に
記載

新型コロナウイ
ルス感染症対
策該当区分

既存事業で対
応○
既存事業内容
拡充●
新規事業◆
予算増額◇

左欄が
拡充●、新規◆の場合の概
要

担当課

学校再開に伴う感染症対策・学
習保障等支援事業
（県立高校）

250,000 ◆ 概要欄に記載のとおり 高校教育課

学校再開に伴う感染症対策・学
習保障等支援事業
(県立特別支援学校）

54,000 ◆ 概要欄に記載のとおり
特別支援教
育課

特別支援学校スクールバス感染
症対策強化事業

医療的ケアを要する児童生徒等の登下校の分散のためのジャンボタ
クシー借上げ等によるスクールバスの増便

80,207 ◇● 4月補正予算事業の拡充
特別支援教
育課

運動部活動における全国大会
の代替大会支援事業

全国的な感染拡大により、中止となった全国大会の代替となる地方大
会について、大会運営経費及び感染症対策経費を支援

17,500 ◆ 左記概要欄のとおり スポーツ課

私立学校等授業料等軽減事業
補助金

感染拡大の影響により、家計が急変した世帯の児童生徒に対し、授
業料を軽減した場合に、学校法人に対し当該軽減額を補助

13,246 ◆●

感染拡大による家計状況急
変した世帯の小・中・高校の
児童生徒や私立専門学校生
に対する支援

私学振興課

高等学校等奨学給付金給付事
業

住民税所得割額非課税世帯に対する奨学給付金について、家庭で
のオンライン学習に係る通信費相当額を支援

51,520 ◇●
家庭でのオンライン学習に係
る通信費相当額を年1万円給
付金増額

高校教育課

特別支援教育就学奨励費給付
事業

住民税所得割学非課税世帯に対する就学奨励費について、家庭で
のオンライン学習に係る通信費相当額を支援

3,040 ◇●
家庭でのオンライン学習に係
る通信費相当額を年1万円奨
励費増額

特別支援教
育課

私立高等学校等奨学のための
給付金

住民税所得割額非課税世帯に対する奨学給付金について、家庭で
のオンライン学習に係る通信費相当額を支援

13,480 ◇●
家庭でのオンライン学習に係
る通信費相当額を年1万円給
付金増額

私学振興課

ＩＣＴ環境整備事業（県立特別支
援学校）

5,940 ◇●
特別支援教
育課

ＩＣＴ環境整備事業（県立高校） 28,050 ◇●
学びの改革
支援課

看護師等養成所遠隔授業等環
境整備事業補助金

看護師等養成所の遠隔教育環境の整備のため、生徒用タブレット端
末の購入費等を助成

22,296 ◆ 左記概要欄のとおり
医師・看護人
材確保対策
課

工科短期大学校・技術専門校オ
ンライン訓練設備整備事業

工科短期大学校等の職業訓練をオンラインで受講できる環境を整備 4,630 ◇●
訓練生用タブレット端末の購
入やモバイルルーターの貸
与等

人材育成課

合　計 15,880,388

県立学校の感染防止用の保健衛生用品の購入や児童生徒の学習を
保障するための教材等の整備

県立学校のＩＣＴ活用した学習環境整備推進のため、機器設定や操作
研修を行う人材を全学校に派遣

概要欄に記載のとおり



:子どもに関連する取組






























